






要約　神経芽細胞腫マス・スクリーニング検査において、家庭での採尿から検査室での検

査、そして患児のフォローまでのシステム全体にわたり、精度に影響を及ぼす因子は数多

く存在するが、今回は検査時における信頼性に影響を与える面子を検討した結果、次の成

績を得た。1)オートサンプラーの秤量精度を変動係数(CV)で 1%に抑えること、2)電気化

学検出器の感度が測定室の温度により変化するので定温に保つこと、3)カットオフ値はス

クリーニングの温度分布の状態とコントロールサーベイの成績を参考に、平均値+2.5SD

の値を基にして設定すること。


